
12

２
７
４
３

●
任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
30
年

３
月
31
日

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員　

保
育

士　

３
人
程
度

●
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資

格
を
有
す
る
方

●
内
容　

保
育
園
で
の
保
育
業
務

●
申
込
期
限　

４
月
28
日
㈫
ま
で

※
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、

本
庁
舎
総
務
課
、
各
庁
舎
地
域
振

興
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
。

※
試
験
方
法
な
ど
詳
細
は
受
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
当
日

消
印
有
効
で
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　

内
２
３
１
６

　

手
話
の
基
礎
知
識
や
日
常
会
話

に
必
要
な
表
現
方
法
を
学
ぶ
講
座

で
、
手
話
奉
仕
員
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
時　

５
月
12
日
㈫
〜
12
月
８

　

屋
外
広
告
物
（
広
告
板
や
立
看

板
な
ど
）
に
関
す
る
県
の
条
例
で

は
、
破
損
や
老
朽
化
、
倒
壊
ま
た

は
落
下
の
恐
れ
の
あ
る
広
告
物
の

設
置
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

設
置
者
や
管
理
者
に
は
、
補
修
や

そ
の
他
の
必
要
な
管
理
に
よ
り
、

良
好
な
状
態
に
保
持
す
る
義
務
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

落
下
等
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
安
全
点
検
を
行

い
、
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
速
や

か
な
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
７

　

市
内
の
団
体
等
が
、
自
発
的
に

取
り
組
む
活
動
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
、
指
定
さ
れ
た

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限　

５
月
29
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
７

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

太
陽
光
発
電
の
普
及
を
図
る
た
め
、

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●

対
象　

４
月
１
日
以
降
、
東
北

電
力
㈱
に
接
続
し
た
方　

※
１
２

５
件
程
度

●

補
助
金
額　

シ
ス
テ
ム
の
出
力

１
ｋ
ｗ
当
た
り
２
万
円
（
上
限

８
万
円
）

●

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
商
工
課　

内
２
２
４
９

　

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

（
ゲ
タ
対
策
）
お
よ
び
米
・
畑
作

物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

（
ナ
ラ
シ
対
策
）
の
対
象
者
が
、

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定

新
規
就
農
者
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

支
援
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈫
ま
で

問
本
庁
舎
農
政
課　

内
２
２
２
３

／
各
庁
舎
事
業
課　

表
郷
☎
32
４

７
８
５　

大
信
☎
46
３
９
７
３　

東
☎
34
２
１
１
５
／
東
北
農
政
局

い
わ
き
地
域
セ
ン
タ
ー
白
河
庁
舎

☎
㉒
１
２
４
１

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯

１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
登
録
し
、

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
が
済
ん
で
い
る
飼

い
主
の
方
に
は
、
事
前
に
「
狂
犬

病
予
防
注
射
申
請
書
」
を
送
付
し

ま
す
。
裏
面
が
問
診
票
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
注
射
を
受
け
る
際

に
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

実
施
日　

▽
白
河
地
域　

４
月

18
日
㈯
〜
23
日
㈭　

▽
表
郷
地
域

５
月
12
日
㈫
・
13
日
㈬　

▽
大
信

地
域　

５
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬　

▽
東
地
域　

５
月
14
日
㈭
・
15
日

㈮　

※
会
場
ご
と
の
時
間
な
ど
は
、

回
覧
文
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

費
用　

３
、
２
０
０
円
（
注
射

料　

２
、
６
５
０
円
・
注
射
済
票

５
５
０
円
）　

※
犬
の
登
録
を
行
う
場
合
は
、
登

録
料
３
、
０
０
０
円
が
別
途
必
要

で
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表

郷
☎
32
２
１
１
２　

大
信
☎
46
２

１
１
３　

東
☎
34
２
１
１
２

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介

●

対
象
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
施
す

る
事
業

※
申
し
込
み
に
は
指
定
書
類
の
提

出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
企
画
政
策
課　

内
２
３
２

８
　

白
河
の
文
化
遺
産
を
め
ぐ
る
ツ

ア
ー
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

《
ツ
ア
ー
》

●

日
時　

４
月
19
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分

●

内
容　

小
峰
寺
の
仏
教
美
術
と

歴
史
的
建
造
物

●

定
員　

40
人　

※
要
予
約

●

参
加
料　

５
０
０
円

《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

●

日
時　

４
月
18
日
㈯
〜
29
日
㈷

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

内
容　

す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
50
人
）

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内

　

市
で
は
、
市
全
体
で
合
併
10
周

年
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
10
周
年

記
念
の
冠
を
付
け
実
施
す
る
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

●

対
象　

市
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

育
む
も
の
、
歴
史
・
伝
統
・
文
化

等
を
い
か
し
た
も
の
、
に
ぎ
わ
い

を
作
り
、
地
域
の
活
性
化
や
交
流

人
口
の
増
加
に
貢
献
す
る
も
の

●

内
容　

事
業
へ
の
後
援
、
10
周

年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
、
の

ぼ
り
旗
の
貸
し
出
し
、
広
報
紙
や
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募
集

案
内 ホームページアドレス

http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館合

併
10
周
年
冠
事
業

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

市
任
期
付
職
員

日
㈫
／
▽
毎
週
火
曜
日　

午
後
７

時
〜
9
時　

▽
毎
月
１
回
（
土
曜

日
）　

午
後
１
時
〜
４
時
15
分

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

小
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

受
講
料　

無
料

●

定
員　

20
人
程
度

●

申
込
期
限　

４
月
30
日
㈭
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７
１

４《
昼
間
初
級
講
座
》

●

日
時　

5
月
22
日
㈮
〜
６
月
12

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
〜
正
午　

●

会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

●

受
講
料　

１
万
８
０
０
円

●

内
容　

初
歩
的
な
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
の
操
作

●

定
員　

20
人　

※
先
着
順

●

申
込
開
始　

４
月
22
日
㈬
か
ら

●

申
込
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時　

※
平
日
の
み

●

申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

地
域
づ
く
り
活
性
化

支
援
事
業
補
助
金

春
の
ぐ
る
り
白
河
文
化

遺
産
め
ぐ
り

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生

パ
ソ
コ
ン
教
室

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
金

《３Ｒの推進》
　家庭や職場など、様々な場面で身近に実践でき
る３R活動（リデュース＝減量、リユース＝再使用、
リサイクル＝再資源化）を推進しています。皆さ
んのご協力をお願いします。
《３Ｓ広場（Shirakawa Second Shop）》
　限りある資源の節約、不用品再生利用のため、
３Ｓ広場をご利用ください。３Ｓ広場では一般家
庭にある再利用可能な不用品情報を生活環境課に
登録することで、希望する家庭に情報を提供しま
す。
■注意事項
▷登録料、紹介料は無料です（登録期間は３か月）。
▷現品は、市で預かることができません。当事者
同士で確認、交渉してください。

▷取り引きに係る交渉や、品物についてのトラブ
ルは、当事者間での解決をお願いします。

▷市内在住の方であれば登録できます。なお、営
利を目的とする場合は登録できません。

問本庁舎生活環境課　内2165／各庁舎地域振興課
表郷☎322112　大信☎462113　東☎342112

循環型社会の実現に向けて 畑
作
物
の
直
接
支
払

交
付
金
等
の
対
象
者

屋
外
広
告
物
の
維
持
管
理



34

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

４
月
24
日
㈮
／
午
後
6

時
30
分
か
ら

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
平
成
27
年
の

国
際
情
勢
」　

▽
講
師　

杏
林
大

学
客
員
教
授　

田た

く

ぼ

久
保
忠た

だ
え衛
氏

●

入
場
料　

5
０
０
円
（
塾
生
無

料
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

　

保
険
料
が
未
納
の
場
合
、
将
来

の
年
金
額
が
少
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
障
が
い
年
金
・
遺
族
年
金

な
ど
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
毎
月
の
納
期
限
（
翌
月

末
日
）
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
前
納
に
よ
る
割
引
制
度

や
、
納
付
が
困
難
な
方
を
対
象
と

し
た
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
（
学

生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
）
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　

内
２
１

７
４
／
白
河
年
金
事
務
所
☎
㉗
４

１
６
１

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
対

象
者
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度

の
難
聴
の
方
に
、
補
聴
器
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方　

①
市
内
に
お
住
ま
い
で
18

歳
の
３
月
31
日
ま
で
の
方　

②
聴

力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
70

デ
シ
ベ
ル
未
満
の
方　

③
補
聴
器

に
よ
り
言
語
の
習
得
等
に
一
定
の

効
果
が
期
待
で
き
る
と
医
師
が
判

断
し
て
い
る
方

●

内
容　

購
入
費
の
３
分
の
２

（
８
万
６
、
６
０
０
円
以
内
）
を

助
成　

※
両
耳
の
場
合
は
２
倍
の

額
ま
で

※
購
入
前
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
４

　

４
月
１
日
か
ら
、
各
公
民
館
の

使
用
料
が
１
時
間
単
位
に
な
り
ま

す
。
料
金
は
部
屋
ご
と
に
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
各
公
民
館
／
中
央
☎
㉓
３
８
１

０　

表
郷
☎
32
２
５
２
６　

大
信

☎
46
２
５
１
１　

東
☎
34
３
１
５
９

《
オ
ペ
ラ　

久く

ぼ

た

保
田
束つ

か
ほ穂
》

●
日
時　

４
月
19
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に

よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
は
、
日
常

生
活
の
中
で
体
内
に
取
り
込
ま
れ

た
放
射
性
物
質
の
量
を
測
定
す
る

も
の
で
す
。
健
康
管
理
の
た
め
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
検
査
日
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方　

●

会
場　

白
河
厚
生
総
合
病
院
内

健
診
セ
ン
タ
ー
（
豊
地
）

●

検
査
料　

無
料

●

申
込
方
法　

検
査
日
の
５
日
前
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ま
で
に
予
約

●

予
約
専
用
電
話　

☎
㉗
２
１
５

０　

※
平
日
の
み
（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

問
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利

用
で
き
る
難
病
の
対
象
疾
病
が
、

１
３
０
か
ら
１
５
１
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　

対
象
の
方
は
、
障
が
い
者
手
帳

が
な
く
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
難

病
の
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持
参

の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７
１
４

　

4
月
か
ら
平
成
28
年
3
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１

万
５
、
５
９
０
円
で
す
。
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に

よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す

る
か
、
事
前
申
込
に
よ
る
口
座
振

替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
か
ど
伝
言
板

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
も
て
な
し
の
心
』

市
長
の

手
控
え
帖

泊
客
の
相
談
や
要
望
に
こ
た
え
る
、
よ
ろ
ず
承
り

役
。
先
輩
は
百
貨
店
に
お
け
る
先
駆
者
と
い
わ

れ
る
。
花
形
の
営
業
か
ら
転
身
し
て
15
年
。
初

め
は
戸
惑
っ
た
が
、
自
分
に
向
い
て
い
る
と
秘
か

に
情
熱
を
燃
や
す
。
増
え
る
外
国
人
に
も
、
米
国

で
鍛
え
た
英
語
や
、
仕
事
の
合
間
に
学
ん
だ
中

国
・
韓
国
語
で
対
応
。
日
本
橋
界
隈
を
知
る
の

も
仕
事
の
う
ち
と
、
中
央
区
の
観
光
検
定
試
験

に
挑
戦
。
銀
座
・
京
橋
・
築
地
・
佃
。
再
開
発

後
の
街
路
や
、
江
戸
情
緒
の
残
る
ま
ち
並
み
を

歩
き
、
歴
史
・
由
来
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
す
る
。

今
、
観
光
特
派
員
の
肩
書
き
を
持
つ
区
の
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
で
も
あ
る
。

　

気
遣
い
と
は
「
お
客
様
が
満
足
し
、
ま
た
足
を

運
ん
で
頂
く
」
た
め
に
最
大
限
心
を
砕
く
こ
と
。

「
三
越
は
ど
ち
ら
？
」
と
ラ
イ
バ
ル
店
の
道
を

聞
か
れ
て
も
、
外
に
出
て
夏
な
ら
日
陰
を
、
冬
な

ら
日
向
を
歩
け
る
よ
う
、
ま
た
、
晴
れ
か
雨
か

に
応
じ
道
順
を
案
内
す
る
と
い
う
。
恐
れ
い
り

ま
し
た
。
三
つ
の
禁
句
が
あ
る
。〝
あ
り
ま
せ
ん
〞

は
会
話
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
。
代
替
え
の
品

を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
。〝
で
き
ま
せ
ん
〞
は

期
待
を
裏
切
っ
て
し
ま
う
。
極
力
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
。〝
知
り
ま
せ
ん
〞
は
夢
を
壊
し

て
し
ま
う
。
あ
ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
使
い
調
べ
る
。

Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
接
遇
が
、
人
間
力
や
仕
事
力
を

高
め
る
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
。

　

苦
情
へ
の
対
応
も
大
事
。
批
判
さ
れ
る
の
は

い
や
な
も
の
。
し
か
し
避
け
て
ば
か
り
い
る
と
、

成
長
や
改
善
の
機
会
を
逃
す
こ
と
に
な
る
。
苦

情
は
成
長
の
糧
と
、
一
歩
進
み
出
て
聞
く
気
構

え
が
必
要
。
普
通
の
行
為
に
少
し
配
慮
や
工
夫

を
加
え
れ
ば
、
並
は
ず
れ
た
成
果
に
な
る
と
説
く
。

お
お
ら
か
で
何
事
に
も
前
向
き
な
九
州
人
。
今

は
天
職
と
心
得
、
高
島
屋
の
顔
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
震
災
か
ら
４
年
が
過
ぎ
、
今
年
も
桜
の
季
節

を
迎
え
た
。
痛
ま
し
い
犠
牲
の
あ
っ
た
葉
ノ
木

平
に
は
、
災
害
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
２
９
４
号
バ

イ
パ
ス
も
用
地
の
取
得
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

文
化
交
流
館
は
骨
組
み
が
見
え
て
き
た
。
三
菱

ガ
ス
化
学
の
第
１
期
工
事
は
７
月
に
も
始
ま
る
。

文
化
・
産
業
・
道
路
等
、
未
来
の
礎
と
な
る
大
型

事
業
が
進
む
。
今
後
、
除
染
を
急
ピ
ッ
チ
で
行

い
、
風
評
の
克
服
に
全
力
を
あ
げ
た
い
。
し
か
し

風
評
は
厄
介
な
も
の
で
理
で
説
い
て
も
解
決
は

難
し
い
。
鍵
に
な
る
の
は
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
の

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
交
流
。

　

今
月
か
ら
６
月
ま
で
、
本
県
の
魅
力
を
発
信

す
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
。
県
南

で
は
、
新
幹
線
と
ゴ
ル
フ
場
を
セ
ッ
ト
に
し
た
プ

ラ
ン
の
売
り
込
み
や
、
旅
行
業
者
を
招
き
小
峰

城
、
南
湖
な
ど
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
行
う
な
ど
昨
年
か
ら
こ
れ
に
備
え

て
き
た
。
２
月
初
旬
、
関
連
団
体
が
一
堂
に
会
し

て
、
決
起
大
会
を
行
っ
た
。
観
光
に
は
も
て
な
し

の
心
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
日
本
橋
高
島
屋
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、

敷し

き

た田
正ま

さ
の
り法
さ
ん
に
講
演
を
お
願
い
し
た
。
題
は

「
気
遣
い
力
」。
氏
は
大
学
の
先
輩
で
下
宿
も
同

じ
。
三
畳
間
で
酒
を
飲
み
、
麻
雀
も
教
え
て
も

ら
っ
た
。
共
に
下
駄
を
な
ら
し
横
丁
の
銭
湯
へ
。

一
番
風
呂
の
気
分
は
格
別
だ
っ
た
。

　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
も
と
も
と
ホ
テ
ル
で
宿

　

高
島
屋
は
１
８
３
１
年
京
都
で
の
呉
服
商
が

始
ま
り
。
屋
号
は
近お

う

み江
の
国
・
髙
島
に
由
来
す

る
。
近
江
商
人
と
い
え
ば
「
売
り
手
よ
し
、
買
い

手
よ
し
、
世
間
よ
し
」
の
三
方
よ
し
。
売
り
手
の

都
合
だ
け
で
は
な
く
、
買
い
手
が
満
足
し
、
商

い
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。
強
欲
は

一い
っ
す
い炊
の
夢
と
肝
に
銘
ず
る
。
信
用
を
第
一
と
す

る
。
顧
客
を
平
等
に
遇
す
る
。
幕
末
の
蛤

は
ま
ぐ
り

御
門

の
変
で
京
都
は
火
の
海
。
焼
け
出
さ
れ
た
人
に

安
値
で
商
品
を
提
供
し
た
。
70
年
前
の
東
京
大

空
襲
。
多
く
の
人
が
日
本
橋
店
に
避
難
し
助
か

っ
た
。
４
年
前
の
大
震
災
。
帰
宅
困
難
者
に
店

を
開
放
し
、
水
や
食
料
品
を
用
意
し
た
。「
も
て
な

し
」
の
精
神
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。

　

何
故
近
江
か
。
楽
市
楽
座
は
規
制
を
緩
め
、
経

済
活
動
を
促
し
た
。
近
江
は
京
・
大
阪
に
近
く
、

水
運
に
恵
ま
れ
、
北
国
・
中
山
・
東
海
の
街
道

が
伸
び
て
い
る
。
自
然
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
心
が

育
ま
れ
た
。
全
国
に
足
を
運
び
各
地
に
支
店
を

つ
く
る
。
年
末
に
は
一
斉
に
戻
り
情
勢
を
報
告
。

会
津
は
こ
れ
が
売
れ
筋
、
盛
岡
は
何
々
が
足
ら
な

い
。
素
早
く
品
物
を
仕
入
れ
る
。
各
藩
の
経
済

や
文
化
、
政
治
状
況
を
把
握
で
き
た
。
近
江
か
ら

日
本
が
見
え
て
い
た
。
ち
な
み
に
福
島
中
合
の

創
業
者
も
近
江
の
人
、
中な

か
む
ら村
治じ

ろ

べ

郎
兵
衛え

。
中
村
合

名
会
社
「
中
合
」
を
興
す
。
情
報
と
進
取
の
心
の

大
事
さ
は
、
時
を
超
え
て
不
変
で
あ
る
。

　

日
本
橋
高
島
屋
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
和
と
洋
の
見
事
な
組
み
合
わ
せ

は
、
高
度
な
建
築
技
術
を
誇
る
。
一
階
ロ
ビ
ー
は

吹
き
抜
け
で
、
高
い
天
井
と
大
理
石
の
空
間
は
劇

場
か
美
術
館
の
よ
う
。
非
日
常
の
興
奮
と
と
き

め
き
を
覚
え
る
。
扉
を
開
け
る
と
、
大
き
く
丸
い

身
体
に
、
に
こ
や
か
な
笑
顔
の
名
物
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
迎
え
て
く
れ
る
。

案
内

立
教
志
塾
講
演
会

４月6日㈪～12日㈰
《運動のスローガン》
　ルールむし　しん号むしは　わるいむし
《運動の重点》
①新入学（園）児童・園児の交通事故
防止
②すべての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

 問本庁舎生活環境課　内2162

新入学（園）児童・園児の
交通事故防止運動

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

障
が
い
者
総
合
支
援
法

難
病
対
象
疾
病
の
拡
大

内
部
被
ば
く
検
査

国
民
年
金
保
険
料

難
聴
児
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成

公
民
館
の
使
用
料
改
定


